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オホーツク海底表層堆積物における花粉化石群集の平面分布
Pollen distribution in surface sediments on the Okhotsk Sea
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本研究では，オホーツク海を対象に、海底面における花粉化石群集の平面分布を明らかにすることを目的とした．こ
のため，JAMSTECに保管されているオホーツク海域主要部の 16地点より採取された海洋コアの表層試料を用いて花粉
化石の抽出を行った．１試料の乾重 1.5g程度から抽出した花粉化石に対して，単位重量あたりの花粉濃度を算出すると
ともに，通常の手順で花粉分析を行った．
算出した花粉濃度と花粉出現頻度により，オホーツク海域の花粉化石群集を１）沿岸域と２）沖合の２つに分帯した．

１）沿岸域は， Betulaや他の落葉樹といったタイガ落葉樹林の主要素の多産が特徴で、直近の陸上の植生を適切に反映
している．花粉濃度は 1000grains/gを超える地点もあり，深海底堆積物としては比較的高い値を示す．２）沖合は，針葉
樹花粉のPinusやPiceaが特に卓越して産出することが特徴である．花粉濃度は 500grains/gを下回る地点が多い．以上よ
り、オホーツク海域において得られる花粉化石群集は、供給源からの距離が近いほど近傍の陸上植生を適切に反映する
ことと、花粉粒子が海流によって遠距離輸送されずに堆積することが多いことが分かった．
以上のことにより，オホーツク海における沿岸域では，古気候復元において有意な花粉データを得ることができると

言える．したがって，オホーツク海域において古気候復元を目的とした花粉分析を行う場合には，沖合よりも沿岸域の
試料を用いることが望ましい．
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